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サルトルの『蝿』とカミュの『戒厳令』
棘 備
I
1%3年6月、占領下のパリで上演されたジャン=ポー ル・サルトルの『蝿」と、パリ解放4
年後の1948年10月に上演されたアルベー ル・カミュの『戒厳令』は、ともに、ナチスによる
占領と、それに対するレジスタンスを寓話形式で描いた戯曲であり、ごく普通に生きてきた青
輌 ヽ反体制の闘士に変貌する過程を描いている。欧駒 の主人公オレストがレジスタンスを、
ジュピター がナチスを、アルゴスの王エジストと王妃クリテムネストノ励 ヴヾィシー 政権および
対独協力者をあらわしていることは、誰の眼にも明らかであろうし、『戒厳令』のディエエ ペ
スト、女秘書、ナダは それぞれ同様の役割を果たしていることもまた明らかであろう。どち
らの作品でも、ナチズムが神話的人物によって擬人化されていること、また、その人物が男女
ふたりの部下をもち、■種の悪のトリオを形成していること0は興味深い。ひとつの町の解放が
主人公の行動にかかっていること、追い詰められ    ヽ主人公に、身の安全と安楽を保
証するかわりに、町を引き渡すよう取り引きをもちかけ、主人公がそれを拒絶する点でも、両
者は似かよっている。なにより興味深いの|よ主人舗 ヽ自らの戦いの原動力であった女性一一
オレストにとっては姉エレクトル、ディエゴにとっては恋人ヴィクトリアー ーに最終的に見捨
てられてしまうことである。
サルトルとカミュは、『蝿』の初演の日にはじめて出会った。その後、ふたりは親交を深め、
サルトルは『出口なし』の演出、およびガルサンの役をカミュに引き受けてもらいたいと申し
出て、ポー ヴォヮー ルの部屋で いく晩にもわたって、稽古が行われることになる。ふたりの
間に真に友情の名に値するものがあったかどうかは定かではないハ 彼らの交遊は、1952年の
所謂カミュ=サルトル論争までつづくことになる。とはいえ、Fn」が『戒厳令』になんらかの
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影響を与えたとは思えない。ふたつの戯曲に多くの共通点がみられるのは、占領という歴史的
現実にひとつの形式を与えることを必要とした時代の要請のなせるわざというべきであろう。
ひとくちに寓話形式といっても、占領下で上演された『蝿Jと、終戦後に上演された『戒厳
令』では、当然、そのもつ意味は違う。サルトルが高詰形式を選んだのは、なによりまず検閲
を逃れるためであっただろうし、カミュが寓話形式を選んだの|よ ジャン=ノ囲10バロー の要
請があったとはいえ、基本的には、カミュ自身の創作上の美学に基づいていると考えるべきで
あろう。また、抵抗の問題についても、FnJ力｀占領下に生きるフランス国民へのよびかけで
あるのに対し、町効出社』は、すでに過去のものとなった占領とレジスタンスに関して証言し、
さらなる戦いに備えるという意味合いが強くなっている。ふたつの戯曲を比較するうえで、そ
うした歴史的背景を無視することは無論できない。
しかし、今日的な眼で振り返ってみると、寓話形式であるがゆえに、ふたつの戯出の意味す
るところは広く、ナチズムだけでなく、全ての専制政治、全ての全体主義、つまりは全ての歴
史的な悪を射程におさめることができるように思える。ロラン0ノリレトは、カミュの『ペスト』
を論じた文章の中で、ナチスをナチスとして、レジスタンスをレジスタンスとして描かず、他
のものに託して描くことを激しく批判している。パルトによれ|ま「歴史的な悪は、その本質を
直視してこそ癒せるものであり、象徴を用いて癒せるものではない」②のである。FnJや『戒
厳令』に同様の批判をすることも不可能ではない。しかし、寓話形式であるからこそ、これら
の作品|よ 時代的・地理的状況を超えて、21世紀に生きるわれわれにもとどくのではないか。
ナチズムやレジスタンスがもはや過去のものとなりつつある現楓 『蝿Jと『戒厳令』は、その
真の姿をわれわれの前にみせるのではないか。今こそ、これらふたつの戯曲を再評価すべきで
あろう。
Ⅱ
『蝿』の主人公オレストは、3歳の頃、父王アガメムノンが暗殺された際、森の中に捨てら
れ、コリントの貴族に拾われる。養父母のもとでなに不自由なく育てられた彼は15年ぶりに故
郷の町アルゴスを訪れるが、町の通りも、家並みも、自分が生まれ育ったはずの宮殿も、彼に
は見覚えがない。アルゴスの住民は、だれひとり、彼を知らず、彼がなにものかを疑うことも
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ない。いや、それどころか、姉エレクトルや母クリテムネストルさえ、オレストの素性に全く
気づかない。彼は故郷の町にいながら、駆
"す
がりの旅人」でしかないのである。その意味で
は、咆 の冒頭|よ『面 よりも、むしろ%を 思わせる。
1鋼4年に上演されたカミュの戯曲 蜘 は、ユー ゴスラビアのある村で実際に起こった悲
惨な事件を、舞台をチェコスロバキアの村に変え、三幕の劇に仕立てた作品である。主人公ジ
ャンは、20年前、都会でひと旗あげるために、故郷の町を捨てた。彼は財を築き、結婚して、
母親と妹マルタカⅥ さヽな宿屋を営んでいる故郷に戻ってくる。ジャン|よ 妻マリアを別の宿に
泊まらせ、母親と妹の宿屋をひとりで訪れる。だれ いざ彼女たちを前にすると、自分が誰か
を言い出しかねて、旅行者を装い、部屋をとる。悲劇はそこから生まれる。金持ちの客がひと
りで泊まりに来たと思ったマルタは、金品を奪うために、母親と共謀して、その夜のうちに、
ジャンを殺してしまうのである。翌日、旅人のパスポー トをみて真実を知った母親は、川に身
を投げtマルタは、夫の身を案じて宿屋にやって来たジャンの妻マリアに、呪諷のことばを投
げつし九 部屋で首をつる。マリアは「私には助け力ヽ るヽんです。憐れんでください。助けると
言って」と、宿の老僕に救いを求める。それまで終始無言であった老僕の「いいえ」のひと言
が芝居の幕を開じる。
Fn」のオレストも、%の ジャンも、ともに、自分の祖国を取り戻したいと願いながら、
その方法がわからずヽ 疎外感に苦しんでいる。だ力ヽ ひとくちに祖国といっても、ふたりの間
には微妙な差異がある。ジャンにとって、祖国とlよ母親と妹であり、彼女たちを幸せにして、
息子としての責任、兄としての責任を果たすこと力ヽ 祖国を取り戻すことである。■方、オレ
ストにとって、祖国とは、蝿に取り囲まれ、悔恨に苛まれているアルゴスの町であり、そこに
住む民衆を意味する。オレストは、最初、姉エレクトルを幸せにするために、彼女を連れて町
を出ようとする力ヽ エレクトルは拒絶する。彼女の運命はアルゴスの町の運命と固く結びつい
ている。祖国を取り戻すためには、オレストは町―
るほかないのである。
聯 の悲劇性は、ジャンが自分の正体を母親と妹に言い出せず、それが悲惨な結果をも
たらす点にかかっている。すなわち、鴫題詢 はことばの探求とその失敗から生まれる悲劇なの
である。のちにカミュは%に ついて、次のように述べている。
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ひとりの妻孔べ名前を名乗らずこ、自分を息子と認めてもらおうとする力ヽ 誤解の果てに母親と妹に殺
されてしまうというの力ヽ この戯曲の主題である。これはおそらく人間の条件についての非常に悲観的な
腋 あろう。しかし、それ洲 l(Jける橘群蹴覇覇注義と耐 しうる。結局 ′詢 曜ヾてす、僕
の名前はこうです」と言ってい‖ま すべては違っていただろうということになるからだ。すなわち、不
当で無関心な世界においても、最も単純な正直さと最も正確なことばを用い‖ま 月椰ま自分自身准
るし、他人をも救えるということになるのである。L
ジャンにとって重要なのは、「正確なこと1詢 を見出すことである。■方、オレストにとって、
こと1出まあまり意味をもたない。ジャンは母親が自分を見分けてくれないことに大きな衝撃と
悲しみを感じている。だからこそ、彼は母親を前にしてことばを失ってしまう。オレストは同
じような状況に身を置きながら、それほど悲しんでいる様子もなく、いともやすやすと、姉エ
レクトルに自分の正体を打ち明ける。しかし、エレクトノレま彼を弟と認めようとはしない。彼
女に弟と認めてもらうためにlよ ことばだけでは不十分なのだ。オレストには行動が必要なの
である。
ジャンと同じく、オレストも、最終的に、祖国を取り戻すことに失敗する。彼はエジストと
クリテムネストルを殺害する力ヽ 姉エレクトルは彼を捨て、ジュピター のもとに走る。アルゴ
スの住民たちは、オレストを王殺しの犯人として殺そうとする。オレストはひとり町を出る。「風
が蜘蛛の巣から引き離し、地面から10尺ばかりのところを漂っている蜘蛛の糸のような自由」
|.lm)0を捨て、「アルゴスの人 の々中に、自分の思い出を、自分の土地を、自分の地位を求
め」0174u、「どこかに籍にある人間、人々 の間にあるひとりの人間になる」い。1751という彼
の望みはかなわずに終る。姉も、町も、彼のものにはならない。しかし、少なくとも、自ら選
びとった殺人という行為だけは、自分のものになる。「お前たちは僕の罪がまったく僕だけのも
のであることが分っただろう。僕はこの太陽を前にして僕の罪を引き受ける。その罪こそ僕の
生存理由であり、僕の自尊いなの油 しνり と、彼はアルゴスの民衆に言う。
「今や、僕はお前たちの仲間だt臣下たちよ、僕らは血で結び付けられている」し″)とい
うのは、おそらく幻想にすぎないだろう。彼は「土地もなく、臣下もいない王Jω己)にすぎ
ないだろう。だが、彼の犯した罪だけは、彼のものである。いや、それだけではない。オレス
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卜はアルゴスの民の「誤謬、後悔t夜ごとの苦しみ」、さらには「エジストの犯罪」まで引き受
け、「お前たちの死者」は「僕の死者」であるとまで言い切る のだ)。 その意味では、『蝿』の
結末はオレストの真の人生への目覚めを物語っていると言っていい。彼の孤独は、その代価に
ほかならないのである。
無論、こうした態度に異論の余地がないわけではない。フランシス・ジヤンソンは、オレス
トの行為はあくまで個人的行為であり、民衆には届かない一―「オレストのことばは彼らのこ
とばではなく、彼らの問題はオレストの問題ではない。オレストと民衆の間には、とらえがた
く、それでいて根本的な距離がある」0-一と、オレストの目覚めについて否定的な見解を述べ
ている。しかし、その問題については、もう少しあとでとりあげることにして、カミュの『戒
胸 に目を向けてみよう。
Ⅲ
オレストとは違い、町難澪初 の主人公デイエゴは、満ち足りた男である。恋人ヴィクトリア
と正式に婚約したばかりの彼lよ 生きる喜びにあふれ、将来に,片の暗雲すら漂っていない。
彼は「幸福になる」という「根気のいる仕事」をしており、そのためには「町も田舎も平和で
なければならない」と言うに196)0。彼の最大の関心事は、ヴイクトリアとの愛、すなわち
個人的な幸福であり、祖国の平和は彼の目標ではなく、幸福に必要な条件なのである。
しかし、ある日、カデイスの町の空に彗星があらわれ、事態は一変する。ペストがやって来
るのだ。最初のペスト患者が出た後、ヴィクトリアはディエゴを探して町をさまよう。彼女は
ようやく、病院でペスト治療医の仮面をかぶり病人たちの世話をしているディエゴをみつける。
彼はペストを前にして自分が臆病風にふかれていることを恥じている。渤 ヽだからといって
看護をためらうことはない。目の前に病人がいる以上、その看護をすることlよ 彼にとって、
選択以前の当然のことなのである。
やがて、女秘書を連れたペストが、町にあらわれ、支配権を掌握する。ディエゴは初めてペ
ストと対決し、「おれたちに罪はない」と叫ふ だれ ちようど『蝿』の死者の祭りでのエレク
トルのダンスによる挑発と民衆へのよびかけが、ジュピター の介入一一彼が民衆の目の前で演
じてみせる奇跡一―によって失敗するように、ディエゴとペストの最初の対決は、デイエゴの
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敗北に終る。彼はベストの衛兵たちに追われ ヴィクトリアの家に逃げ込槻 彼の腋の下にlよ
いつの間にか、ペストのしるしがついている。
ヴクトリアの父カサド判事は、じるしのついた人間を家に置くわけにはいかないと、ディエ
ゴを追い出そうとする。ディエゴは、判事の息子を人質にとり、追い出すなら少年の口にペス
トのしるしを押しつけてやると脅す。それをきっかけに、判事の家の不和や醜い過去が明らか
になる。この場面|よディエゴもまた 弱い人間であり、卑劣な行いをする可能性があること、
一見、上品で平和なプルジョワ家庭も、ひと皮むけlま 醜悪なものであることなどを示してい
る。だが、なにより重要なのは、この時点でディエゴがすでにペストに巻き込まれているとい
うことであろう。
nnJのオレストは、アルゴスの町を出るべきか、とどまるべきか、エジストとクリテムネ
ストルを殺すべきか、殺さざるべきか、長い間、遼巡し、選択する。たは ディエゴには、ペ
ストの外にとどまるという選択肢は、はじめから存在しない。「空を漂う‐本の蜘蛛の糸」のよ
うに故郷の町を訪れたオレストは、「どこかに籍のある人間」になりたいと望み、自らの意思で
戦いに身を投じる力ヽ 最初からカディスの町に「籍」をもっているディエゴは、好むと好まざ
るとにかかわらずt町の住民ともども、戦いの渦中に投げ込まれるのである。
ディエゴに選択の余地がないと言ってしまうと、おそらく正確さを欠くことになるだろう。
ペストに服従するという選択肢もないわけではないから尼 Ё嶽 ディエゴがこの選択肢を考
慮に入れることはない。「何らかの方法で戦うべきであり、ひざまずくべきではない」0という
確信一―「感嘆すべきことでも何でもなく、当然の帰結にすぎない」0この
―
を、ディ
エゴは『ペスト』のリウー やタルー と共有しているように思われる。
ヴィクトリアから逃げるようにして、波止場まで来たディエゴの前に、ペストの女秘書があ
らわれる。彼女が手帳に線を引き、船頭を死なせるのを見欄 した彼は、「これ以上lゴエいと
いう見事な勝利の中にあって、君たちはもうすでに負けている。人間の中には、きみたちがど
うしても打ち砕けない力、恐怖と勇気の入り混じった、無知な、それでいていつの時代にも勝
ち誇る透明な狂気があるから油 師.ηl―Z2)と叫ぶ:ふと腋の下を見ると、ペストのしるし
が消えている。女秘書はディエゴにペストの秘密を漏らす。『蝿』のジュピター が「人間の魂の
中で一度でも自由が爆発してしまったら、もうその人間に大しては何もできない」し201)の
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と同じく、ペストは「恐怖を克服し、反抗する」人間に何もできないのである02霧)。
こうして反抗に目覚めたディエゴは、カディスの民衆によびかけ、星じるしを消し、窓を開
け、ペストが建てた建物を解体する。民衆の蜂起を鎮圧すべく、ペストは、人々 の中から無作
為に名前を選び、死なせるよう女秘書に命じる。しかし、民衆はひるまない。窮余の一策とし
て、ペストは、女秘書を群集のもとに赴かせ、委員会を作り、多数決でだれを抹殺するかを決
めることを提案させる。女秘書は、さらに、群集に手帳をわざと奪わせる。人々 は、もうこれ
で誰も死なずにすむと安いするが、だしぬけに翠駒 娘があらわれ、調帳を繰り、線を引く。
すると、判事の家で、鋭い叫びが起こり、人が倒れる音がする。怒った群集|よ ¬帳をひった
くり、判事の娘の名前に線を引き、彼女を抹殺する。別の男が手帳をつかな いままで甘い汁
を吸つていた人間を殺そうとする。
民衆は決して無垢ではない。解放のための戦いが、いつの間にか復讐や粛正にすりかわるこ
とは、決して珍しいことではない。こうして、反抗は堕落し、あらたな独裁を生む。「ほら、見
ろ。奴らは自分から進んで仕事をしてくれる。これでもお前は、奴らのために骨折り甲斐があ
ると思うのか」0283)というベストのこと[■ま、ディエゴの連帯の限界を示している。カミ
ュはのちに『反抗的人間』の中で、革舗 ヽヽかにして当初の目標を見失い堕落するかを分析し、
それがもとでカミュ=サルトル論争が起こることになる力ヽ その萌芽はすでにこの場面に見ら
れると言うべきであろう。
ディエゴは手帳をとりあし九 弓|き裂く。民衆は自分たちがだまされたことに気づき体勢を立
て直す。追い込まれたペストは、ヴィクトリアを人質にとり、ディエゴに取り引きを追る。こ
うして、集目的蜂起は、デイエゴとペストの■対一の決間に変わり、ディエゴは苦しい選択を
追られることになる。
晩 のジュピター がオレストに、罪を悔い改めるならlま アルゴスの王位を与えようと申
し出るのと同じく、ペストはディエゴに、町の支配権を渡すならlま ヴイクトリアの命をたす
け、ふたりを町の外に逃がしてやろうと申し出る。オレストはジュピター の申し出をきっばり
とはねつける。彼の選択は、エジストとクリテムネストルを殺害する前に、すでになされてい
る。罪を悔いて、ジュピター の愧儡となることは、自分自身の選択を裏切り、責任を放棄する
ことになる。オレストがオレストであるためには、自らの行為を担い続けなければならないの
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■方、ディエゴは、カディスの町と恋人の命のどちらも選ぶことができずtヴィクトリアの
身替わりとなって死ぬことを選ぶ。すると、驚くべきことに、ペストは「お前は最後の試練に
打ち勝った。もし、この町を譲り渡していたら、お前は女を失うどころか、自分も=緒に破滅
するところだったのだi C2鯰)と種明かしをする。ベストの言う「選択」は、実は選択では
なく、罠だったというのである。さらに驚くべきは、息を吹き返したヴィクトリアカヽ 「あなた
は私の方を選ぶべきだったのよ、たとえ天に背いても。この大地全体よりも、私の方をとるべ
きだったのよ」いりの と言うことである。
ディエゴにとって死は必ずしも不幸ではない。必要とあれlま 命を捨てる覚悟が彼にはでき
ている。喘 な殉 、.罫為、『正義の人 』々などにみられるように、「幸福な死」という逆
説は、カミュの中心的テー マのひとつでもある。作者はディエゴを幸福に死なせることもでき
たはずだ:しかし、ヴィクトリはディエゴに感謝するどころか、彼の選択を激しく非難し、「ぼ
くは満足なんだ、ヴィクトリア。ぼくはなすべきことをしたんだ」と言うディエゴにむかって、
「そんなこと言わないで:それは男のことばだわ。忌わしい男のことばよ。死ぬことが満足だ
なんて、そんな権利は誰にもないわ」とさえ言う0己)。
ここには選択ということに関するサルトルとカミュの考え方の違い力り嘆にあらわれている。
サルトルにとって、選択と|よ行為であり、真の人生、真の自由への目覚めでもある。しかし、
カミュにとっては、二者択一の選択をしなければならないという状況そのものが、すでに悲劇
なのである。
カミュは処女エセー 『裏と表Jの中で「僕はあらゆる動作で世界につながり、憐れみと感謝
で人間たちにつながっている。世界のこうした裏と表の間で、僕は選択をしたくはないし、人
に選択をして欲しくもない」0と述べている。無論、ここでいう選択とディエゴが直面する選択
は同じものではない。しかし、対立する二項のいずれをも選ばずt両者を包括する、あるいは
両者の均衡をはかる手段を模索する一一悪く言え|ま 弁証法的展開を拒否し、足踏みをつづけ
る一一立場を、カミュは終始■貫してとりつづけた 『反抗的人間』で彼が言う「正午の曲
「中庸」もまた、その延長線上にあるといえよう。
ディエゴの自己犠性により、ヴィクトリアは生き返り、ペストと女秘書は町を去り、ベスト
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の協力者であったナダは海に身を投げる。だ力ヽ 物語はさらに意外な展開をみせる。カディス
の町の女たちがヴィクトリアを取り囲み、瀕死のディエゴに向かって、「この男に呪いあれ。私
たち女の体を捨てていく全ての男に呪いあれ」o298)と呪言ユのことばを投げるのである。男
たち|よ女の愛よりも「観念の方晰 みゝ、「世界を作り直そうと」、「母親を捨て、恋人を捨て、
あてどもなく駆け巡り」、たったひとりで死んでいく。取り残された女たちは、暗塾い年月をか
けて、この世の重みを背負っていく」ω己)。 カディスの民衆と連帯しペストと戦うはずだった
ディエゴは、ペストとの■対一の決闘を余儀なくされ、ついにはヴィクトリアから見捨てられ
孤独な死を迎えるのである。ディエゴという人物の中に、正義の追求、連帯のモラルをみてい
た観客は、この意外な結末に唖然とするほかない。別のところでも述べたことだがЮ、この結末
は、男性と女性、正義と幸福の決定的な分裂を意味し、『戒厳令』のもつ政治的意味を下明瞭に
しているといえよう。
FnJのオレストもまた、戦いの中で姉エレクトルに見捨てられる。オレストに復書を教唆
し、殺人へと導いたエレクトリИま、復讐が完了したことを喜びt感謝するどころか、罪の重さ
に耐えかねぃ自らが復讐を望んだことを否認し、オレストを憎むようになる。「僕のかわいいエ
レクトル、僕のたったひとつの愛、僕の一生のたったひとりの優しいひと、僕をひとりぼっち
にしないでおくれ。僕と■緒にいておくれ」o2賀)と哀願し、どこか知らないところへふた
りで旅立とうと言うオレストを捨て、エレクトルはジュピター のもとへ走る。彼女の豹変ぶり
には唐突の感が否めないし、そこにサルトルの女性観を読み取ることも決して不可能ではない
だろう。しかし、やはり、オレストとエレクトルは、人間が自らの行為を前にしたときにとり
うる2つの態度を表象していると考えるべきであろうし、作者サルトルが全面的にオレストを
支持していることは明らかであろう。
それに比べて、カミュは、ディエゴとヴィクトリア、正義を求める男たちの原理と、愛を求
める女たちの原理の間で引き裂かれらどちらも選べずにいるように思われる。その結果、奇妙
な逆転現象が生まれる。実母とその愛人を殺したオレストは、無垢なる英雄として描かれ^ 自
らの命を犠牲にして恋人の命を救い、町を解放したディエゴは、愛を裏切った者として断罪さ
れるのである。
『蝿』のオレストは、エジストとクレテムネストルを殺害し、父王アガメムノンの仇をうつ
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力ヽ 姉エレクトルに見捨てられ アルゴスの民衆から激しい怒りの声を投げつけられる。「鼠を
引き連れて永久に姿を消してしまったスキュロスの笛吹き」026)と同じように、彼は蝿を
引き連れて、ひとり町を出る。だが、それによってアルゴスの町が解放されるかどうかはだれ
にもわからない。オレストの物語は、下見、敗北の物語のようにもみえる。しかし、すでに述
べたように、オレストは自らの行為を選びとることによって、真の人生、真の自由に目覚めた
のであり、その点で|よ Fnlは勝利の物語であるといえよう。
■方、町競猪計』は、一見したところ、民衆が連帯し、ペストと戦い、ついにはこれに勝利す
る物語のようにみえる。しかし、女秘書の手帳を奪いあう場面でみたように、民衆はあまりに
愚かでもある。民衆対ペストの戦いは、いつの間にか、ディエゴ対ペストの決闘にすりかわる。
最終的に町を解放するのは、民衆の力ではなく、ディエゴの個人的な犠佐である。鴨 ま叫んで
いる。全ての海の人々 に協力しろと叫んでいる。ひとりばっちの人々 に結合しろと叫んでいる。
波よ、海よ、反逆者の祖国よ、ここにお前の民衆がいる。決してひざまずくことのない民釉鈍
0300)と、幕切れで叫ぶ漁師の声はどこか虚しく響く。ディエゴは、戦いの目的であり、原
動力でもあったヴィクトリアの愛を失い、死んでいく。彼は、最も重要な戦い、すなわち幸福
になるための戦いに敗れたのではないか。
慟 は政治参加を呼びかける物語である。オレストの行為は、舞台の上のだれからも評価
されない。『蝿』が 嚇 」の既念を欠いていることは事実であろう。その意味では、彼の行為
を「民衆に届かない個人的行為」として退けるフランシス・ジャンソンの批判は正しいと言わ
ぎるをえない。しかし、オレストは観客をあてにすることができる。観客ひとりひとりが、彼
を手本として、真の人生に目覚めるなら、歴史を動かすうねりが起こり、世界は変わるかもし
れない。動 は、インフルエンザのように伝染するものではない」。りとジャンソンは言う。
彼によれま オレストの民衆に対する姿勢は「完全に魔術的なものに陥ってしまって」。ηおり、
その「行為」1導吉局のところ「演劇的な身振り」(りにすぎない。だ力ヽ しかし、演劇とは、まさ
に魔術的な力によって、ひとつの真実、ひとつの情熱を観客に伝えうるものではないのか。
一方、町麟圏計』は、ひとりの男が戦いの中で愛を失う物語である。ディエゴは、政治的悪の
間入により脅かされた幸福を守るために戦う。彼の自己犠性の結果、町は解放される。しかし、
それと引き換えに、彼の幸福は永遠に失われてしまう。昨難澪譴』は、政治参加と個人的幸福の
サルトルの「蝿Jとカミュの「戒厳令J
追求を両立させることの難しさを語る劇曲であると言うべきであろう。
サルトルにとって、人間は歴史の外では生きられず、政治参加は真の人生のための必要条件
である。一方、カミュにとって、歴史は全てではない。政治参加は必要だが、真の人生はそこ
にはない。彼にとって、真の人生|よ個人の幸福にあるいは幸福の追求の中にある。
『反抗的人間』をめく
'る
論争の中で、サルトノレま、「(カミュl⇒ 自分が (歴史の 外にいる
ものと思い込んでいる。だから、中に入る前にいろいろと条件をつけるのは当然だ」00と、皮肉
を込めて書いている。しかし、オレストの生き方とディエゴの生き方を比較するかぎりにおい
ては、この言い方は正しくないだろう。ディエゴは、最初から歴史の中に巻き込まれている。
むしろ、歴史の「外」から「内」へ入り、アルゴスの王と王妃を殺害し、ふたたび歴史の「殉
に出て、いずこともなく去って行くオレストにこそ、このことヤ』まふさわしいのではないか。
悪に対する戦いの中で、自らの幸福を見失うディエゴの悲劇は、彼が歴史の外に一瞬たりとも
出られないから起こる悲劇ではないのか。
悪に対する戦いと、幸福の追求―一相反するふたつの要求の間にどのような均衡を見出すこ
とができるか。それ 『ヽペスト』から『戒厳令』、購 の人々 』をへて『反抗的れ にいた
る「反抗の連作」期のカミュが自らに課した問題であった。町難猪計』は、この問題に答えが見
出せぬまま書かれた作品と言うべきであろう。町難猪計』の無秩序や混沌は、当時のカミュが感
じていた混乱の所産にほかならない。カミュは『正義の人 』々でさらにこの問題への解答を模
索している。サルトルもまた、『汚れた手』の中でこの問題について自問しているように思われ
る。渤 ヽそれについて述べるの|よ ,1の機会に譲りたい。
(1)無論、輸 のトリオ (ジュピター ・エジスト・クリテムネストリい と師 のそれ (ペスト0女秘
書。ナ分 は同じものではない。エジストとクリテムネストルは文字通りの愧儡であるのに対し、ベスト
の鯛 よ ペストの意に反してヽ ディエゴに共感を寄せ、秘密を打ち明けるし、ナ舛慇 として民衆
を抑圧し、独裁者たるベストすら「あいつはやりすぎる」と非難するほどである。
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